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東南アジア研究センタ-管理委艮会 .省三等

東南アジア研究センター管理委Lr-li会utr--jlIL告l圭よ○議題

東南アジア研究センター常任委il会名歓
東南アジア研究センターI.常任委t.1会闘催ljJJ-よジ議題

東南アジア研究センタ-運営協議会開催L]および議題

東南アジア研究センタ-研究担当者追加

東南アジア研究センター後援会理事会開催 日

東南アジア研究セン′タ-鋸2年圧現地調査計画追)rJ日

東南アジア研究センター第3年度 (昭和40年変)養成

計画によ引毎外留学1:.

研究例会記車

国外からL))訪闘宵

闇係者往来

東南アジア研究センター管理委員会名簿

(昭利40年 1月31日華頼二)

皿 委 LTL長 人文科学研究所長 森 此 三

委 日 文 学 部 長 井 上 打 i]二
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教 育 学 祁 長 重 松 俊 明

法 学 部 長 田 勅 茂 二 郎

経 済 学 部 長 岸本 英 太 郎

医 学 部 長 堀 井 宜 十 雄

L 学 部 長 蒔 本 武 助

教 養 部 長 柴 田 実

研究センター所長 岩 村 忍

;iL 小一 庶 務 部 長 住 友 I.,

〟 経 理 部 長 西 丁吊木 久 郎

東南アジア研究センター管理委員会

開催日および議題

昭和39年11月10日 ｢他大学 とL/,交流 frr_〕いて

昭利39年12月14｢1 ,-表題たし

昭和40年 上り26il iー東南アジア研究-i,ン/I/一転情

改革 について

所長

計画L//--一郎変更に一)いて

東南アジア研究センター常任委員会名簿

昭利40年-1jj3]日現 (弓
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理学 祁 貴 校 芦 LTH 譲治

医 学 祁 敦 侵 西尾 雅七

基 学 部 失 投 木付 根

ド_J学 部裁侵 滝本 満

農 学 部 数 投 四 ｢井綱 英
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自然科学研究部
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農 学 部 教 授 川口樟三郎

教 養 部 教 授 三相11 '-美

神 引 医 学 部 教 授 西占 上i

農学部助数校 本Il､1′rl 武

武 義 都 連'-‖宣 吉井 良l:.

東南アジア研究センター常任委員会

開催日および議題

昭和39年11月18口 東南アジア留学生選/Yj./:二ついて

昭和39年12)315L二Ⅰ マレーシア ･イン ドネシア ･コア

ーブロジ_⊥ク トり-ダ-uj転任二

ついて

昭和40年 1月8H 1, 研究セン}-しノ圧刷l化に′,い

.' 昭和39年度['I然科学郎｢jLJll侶LL-I

計画しリー一部変更について

東南アジア研究センター運営協議会

開催日および議題

用召和39年吐自然科学部Fl珊 卜,i-L二 昭和40年 1,日18日



1. 研究センターの機構改革について

2. 昭和39年度自然科学部門研究計画追加について

3. 研究担当教官について

4. 学外者の研究参加者について

5. 東南アジア留学生選考試験結果について

東南アジア研究センター研究担当者追加

(昭和39年 9月21日から昭和40年 1月31日まで)

1. 研究担当教官迫加

理 学 部 ;助 教 授 .

農 学 部 教 授

化学研究所 〝

2. 学外研究参加者追加

所 属

京都大学名誉教授

財団法人アジア救
ライ協会医務部長

関西 大 学 文学部
教授

帝 塚 山 大 学
助教授

大 阪市 大 法学部

教授

田 川 =拭 二

三 井 竹 夫

水 波 英 二

氏 名

戸 田 囲 二 郎

藤 本 勝 次

伊 原 吉 之 助

神 谷 不 二

東南アジアの植物相の調査および研究

東南アジアにおける有用生理活性をもつ植物の調査とその成分の化学的研究
東南アジアにおけるゴム加工の調査研究

研 究 内 容

東南アジアにおける竹林の生態学的研究 (東南アジアにおける
パルプ用竹林の経済に関する研究)

タイ国におけるライの臨床および病理学的調査研究

マラヤ ･インドネシアにおけるイスラム教の研究

東南アジア近代化の比較史的研究

東南アジア諸国の政治指導における軍の役割および政軍関係の
調査研究

東南アジア研究センター後援会理事会

開催 日

昭和40年 1月25日

東南アジア研究センター

第2年度現地調査計画追加

Ⅰ 社会科学部門

2. マレ-シア ･インドネシア地域研究計画 (調査

員追加)

追加 :築島 謙三 東京大学東洋文化研究所講師

調査期間 昭和39年10月～昭

和40年 3月

3. 東南アジア諸国における政治組織と政治過程の

比較研究 (調査員追加)

追加 :高坂 正亮 京都大学法学部助教抜

調査期間昭和40年 1月-2ノ｣

8. 東南アジアにおける仏教教団の実態調査 (調査

LTl追加)

追加 :藤本 勝次 関西大学文学部教授

調査期間昭和40年 1月～3月

Ⅲ 自然科学部門

1. タイ国における ｢ライ｣の実態にかんする調査

研究 (調査員異動)

取消し:岡田誠太郎 京都大学医学部助教授

追 加 :戸田固二郎 財団法人アジア救ライ協会

医務部長

凋査期間昭和39年11月～昭

和40年 2月

5. 東南アジアに おける広域水利にかんする調査

(調査員追加)

追加 :南 勲 京都大学農学部助教授

調査期間昭和40年 3月

8. 東南アジアにおける地下水にかんする研究 (計

画追加)

松尾新一郎 京都大学工学部数投
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調査期間昭和39年12月～昭和40年 1

Fl

9. タイ ･マレーシア両国の山地Cノ),!生物 ,洞 くつい

生物の調査 (計画追加)

吉井 良 三二 京都大学 教 養 部数巨三
調査期間昭和40年 3月～4ノ｣

10. /)イにおける植物佃の研究 (計画追加)

[U川 基二 京都大学理学部助教浸

潤査期間昭和40年 3月～4Jl

年 jJ TLl

昭和39年11月26日

｢†召和39年12月7[1

昭和39年12月12口

昭和40年 1月19日

昭和39年11月12日

昭和39年11月17日

昭和39年12月2日

昭和40年 1月20口

西 占 貢

戸 田 国 二 郎

藤 吉 慈 梅

漬 ｢｢l 芙

遠 藤 丞

滝 本 清

吉 住 永 三 郎

猪 木 正 道

前 川 暢 夫

口 羽 益 :巨

本 間 武

香 西 茂

東南アジア研究センター第3年度 (昭和

40年度)養成計画による海外留学生

荻野 和彦 京都大学大学院農学研究科博士課程 (柿

学専攻)留学希望大学 米田ノラキュウス大学

石毛 黄道 景観大学大学院文学研究科修二l二課程 (片
古学専攻)留学希望大学 オランダ･ライデン博物餌

高木 英明 京都大学教育学部助T--

留学希望大学 米国インデアナ大学

研 究 例 会 記 事

講 損 常

Et] 部 逸 夫 (京大 ･法 ･助教授)

森 山 徐 一 郎 (京大 ･工 ･教投)

安 芸 故 -(東大 ･名誉数接)

滝 本 活 (京大 ･工 ･教授)

吉 住 永 三 郎 (京大 ･工 ･教授)

国 外 か ら の 訪 問 者

(昭和39年11月1日から昭和40年 1月31日まで)

,Ibi :YI

｢タイの山地系住民の教育について｣

｢タイの地方制度｣

｢タイ ･マレーシアにおける非鉄金属につい
て｣

｢東南アジアにお'j-る水利開発の聞題ノ畑 二つ
いて｣

｢タイ ･マレ-シ了における地質鉱床｣

｢タイ･マレーシアにおける地質鉱床の探査｣

(昭和39年11月1口から昭和40年 1月31E仁王で)

Prof.GeorgeP.Mardock,Dept.ofAnthropology,UniversityofPittsburgh.

Dr.HlaMaungHtway,ColomboPlanTrainee･

Dr.M.0.Ghami,VicepresidentofDaccaUniversity.

Mr.C.S.Ford,PresidentofHRAF.

Mr.CharlesE.Wyzanski,Direct()rofFordFoundation.

関 係 者 往 来 (昭和39年11月 1日から昭和40年 1月30日まで)

出 発 lJJR ｢j-;i 行 先

39.ll.11 タイ ･インド

39.ll.11 タイ ･インド

39.ll.13 タイ ･ビルマ ･カンボジア

39.11､16 39.ll.27 タイ

39.ll.16 39.ll.27 タイ

39.ll.21 39.12.20 タイ ･マレ-シア

39.ll.21 39.12.20 タイ ･マレーシア

39.12.5 39.12.16 タイ

39.]L).9

39.12.25 タイ

39.1.10 タイ ･マレーシア

40.].20 '/イ

タイ ･イン ド
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松 尾 新 一一郎

H比 野 丈 夫

中 村 孝 志

藤 原 利 一 郎

船 越 昭 牡

泉 井 久 之 助

川 口 桂 三 郎

久 馬 - 剛

古 川 久 雄

39.12.20 40.1.17

39.12.22

39.12.22

39.12.22

39.12.22

39.12.27

39.12.28

40.1.4

40.1.4

藤 本 勝 次 40.1.ll

富 士 岡 義 一 40.1.13

高 坂 正 吏 40.1.26

タイ

マレーーシア

マレーシア

7レ-シア

マレーシア

欧jll･タイ

タイ ･マレ-シア

タイ ･マレーシア

タイ ･マレーシア

タイ .マレーシア

タイ ･マレーシア ･カンボジア

タイ

あ と が き

マラヤ稲作シンポジウム特集号 (2,/Ll<3号)につづいて, ≠東南アジア研究〃2巻4号をお]〔射ナ

｢る｡≠東南アジア研究〃もこれで創刊以来 2カ年を経たことになるO 本年度における発刊は5珊I

を数え,初年皮uL)おく,fLをとりもどしてようや く季刊の体制にもちこむことができたのであるが,

こJJ実績をもって寸:3と,来年度は通常の季刊号4mの外に特集号 1mを加えた5冊を刊行するこ

とが可能となるであろう｡東南アジア研究セン/i-uj官制化とともに,丁ぐれた学術雑誌としてま

すま千発展させていきたいものであJ3 0 現地調査を基礎とすら原稿が次第に増加してきたoj:jI,当
センタ-の趣旨からいっても望ましいところである｡凋査発足以来まだi]が浅 く[･分な弊理期間を

ち/''二ぬために, これらuj多 くが現在では予備報告としてLjj形をとらざる得ないO本号においては,

飯島茂 ･本間武 ･渡部思惟 ･森山｣徐一郎 ･商勲の諸氏から寄稿をう汁,.これに石井米堆氏の連載第

4回めし)原稿と, J.バジリー教寝の特別寄稿とを加えた｡ 現地からは矢野暢氏の貴重な調査地便

り/封まじめとして,タイ ･カセツァ- 卜大学留学中の福井捷朗氏,エール大学留学中の酒井敏明氏

からの通信があった.図書紹介は,東南アジア研究者同志の情報交換のために非常に意義が大きい

ものであり, 本号にも諸氏から責重な原稿をよせていただいたが,この図書紹介の原稿が比較的集

まりにくいのが編集者の悩みであるO今後のさかんな投稿を待ち望む次第であるO

また本号において,東南アジア研究センタ-官制化を目前にして,昨年12月狭心症ujため急逝さ

,汚した棚瀬襲爾幹事をLu)んだ｡つつしんで哀悼の意を表す /?'O 博士o)旧友堀一郎氏および当センタ

ー本間武幹事に故博士の想い出をしろしていただいた.

本号における原稿依頼から校止にいたる編集業務は,坪内良博君 (又 ･大学院社会学専攻)烏坦

＼r'Tしてもらった.同君の協力.7二たいして心から謝意を表すr''｡投稿者山多 くが,海外隼活中であろ

L//)㍗,校正には当センタ-の事務し雷名氏の応援を頼んだ｡短期間における小人数による作業であ:?'

Ljjで,読みにくい個所が生じた場合にはお許し鶴いたい｡

頒後に,いつものことながら,本号の昆版においても,中西印刷にはいろいろと無理な註文をさ

せてもら一､た｡中西亮氏を中心とする同社の協力に対 して心から御礼申しあげる｡

編 集 委 LTi
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